
 

 

26 日 18時現在 

被害・避難状況 

◆人的被害 19人（重傷 3、軽傷 16）   ◆住民避難 405 人、 

◆住宅被害 1407 棟（全壊 2、半壊 4、一部破損 1401） ◆公共土木施設被害 101 カ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取地域の理事・組合員 3 名は、午前 10

時過ぎから16時頃まで106世帯の組合員宅

に安否確認の電話かけと地図落としを実施、気

高地域でも理事・組合員 8 名が協議を行い、

電話かけを開始しました。震源地の中部地域で

は、理事と支部役員10名が地域訪問への同行

計画と支援者への炊き出しの具体化を確認し

ました。 

27日、一昨日に訪問・懇談した倉吉市保健センターの竹中主

査さんから電話で相談が入りました。自主避難していた自治公民

館の館長さんからの相談で、避難所を閉鎖したもの、高齢者の方

が不安を訴え、心配なので医療機関の支援がもらえないかとのこ

と。懇談時の心療科スタッフ支援の話を覚えていた竹中さんから

法人に連絡が入り、米田副部長が館長と懇談し、本日の夕方訪問

隊が公民館に行くことに。 夜、公民館に集まったのは8名の高

齢者の方々。看護師がゆっくり話を伺い、セラピストは肩こりの

訴えにマッサージを。参加された皆さんには笑顔が見られ、「今

日はゆっくりと寝られます。」と感謝の言葉をいただきました。

今後、引き続きケアが必要な際は相談していただくことを確認し

て帰りました。 

★集中行動のエントリー状況（県外含む） 

■10/29（土）42人  ■10/30（日）43人 

■11/3（祝）18人■11/5（土）20人 ■11/6（日）14人 

★夕方避難所訪問行動は、10/28も行います。 


